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音
羽
御
殿
と
も
称
さ
れ
る
鳩
山
会
館
。
こ
の

建
物
は
、
自
由
民
主
党
初
代
総
裁
と
し
て

知
ら
れ
る
鳩
山
一
郎
の
邸
宅
と
し
て
、
大
正
13
年

（
１
９
２
４
年
）
に
完
成
す
る
。

　

設
計
し
た
の
は
、
明
治
生
命
館
な
ど
で
知
ら
れ

る
大
正
・
昭
和
初
期
を
代
表
す
る
建
築
家
、
岡
田

信
一
郎
。
岡
田
と
鳩
山
は
、
旧
制
中
学
か
ら
の
竹

馬
の
友
だ
っ
た
と
い
う
。

　

鳩
山
会
館
は
、
当
時
最
先
端
で
あ
っ
た
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
法
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
鉄
筋
コ

第20回温
知
故
新 レトロ建築を歩く

洋館の随所に、小川三知の手による
ステンドグラスがはめ込まれている

▲玄関上部 大階段踊り場

▲

建物の内外に「鳩」の意匠が
配される

鳩山会館
応接間やサンルームへと繋がる食堂
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ン
ク
リ
ー
ト
の
躯
体
に
タ
イ
ル
や
人
造
石
が
貼
ら

れ
た
イ
ギ
リ
ス
風
の
外
観
が
特
徴
で
あ
る
。

　

建
物
１
階
に
は
食
堂
、
居
間
、
応
接
間
が
並

ぶ
。
各
部
屋
を
分
け
る
扉
を
す
べ
て
開
放
す
る
こ

と
で
、
ま
る
で
和
室
の
続
き
間
の
よ
う
に
一
間
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

洋
風
建
築
で
あ
り
な
が
ら
、
和
の
工
夫
も
取
り

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
岡
田
の
遊
び
心
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。

　

同
時
に
、
各
部
屋
と
つ
な
が
る
サ
ン
ル
ー
ム
と

合
わ
せ
、
会
合
や
パ
ー
テ
ィ
を
開
く
た
め
の
大
空

間
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
、
政
治
家
の
邸
宅
に
と

っ
て
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

窓
の
随
所
に
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活

躍
し
た
、
日
本
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家
の
先
駆

け
と
い
わ
れ
る
小
川
三さ
ん

知ち

の
作
品
が
施
さ
れ
て
い

る
。
特
に
、
大
階
段
の
踊
り
場
に
配
さ
れ
た
法
隆

寺
の
五
重
塔
に
鳩
が
舞
う
作
品
は
圧
巻
だ
。

　

ま
た
洋
館
の
玄
関
上
部
に
は
、
鳩
を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
横
に
細
長
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
は
め
ら

れ
て
い
る
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
だ
け
で
は
な
く
、

建
物
の
内
外
に
﹁
鳩
﹂
の
意
匠
が
配
さ
れ
て
い
る

の
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

　

サ
ン
ル
ー
ム
に
面
し
た
英
国
式
庭
園
で
は
、
90

種
１
６
０
株
も
の
バ
ラ
が
育
て
ら
れ
て
い
る
。
初

夏
と
秋
に
は
、
大
輪
の
花
が
咲
き
誇
り
、
幻
想
的

な
景
色
が
広
が
る
。

　

空
襲
に
よ
る
損
害
や
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た

が
、
平
成
に
入
り
大
修
繕
が
行
な
わ
れ
、
平
成
８

年（
１
９
９
６
年
）、
往
年
の
輝
き
を
取
り
戻
し
、

公
開
さ
れ
る
に
至
る
。
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名　称　鳩山会館
所在地 東京都文京区音羽1-7-1
完　成　大正13年
設計者 岡田信一郎




